
行動神経研究部門

思考言語分野

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之

<研究概要>

A)チンパンジーの人工授和と胎児の観察

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之 ･松林清明 l)･道家千聡 2)･熊崎晴別 l)･前田典彦 l)

チンパンジー2個体 (アイ､バン)に人工授精を施し妊娠に成功した｡べつに1個体 (クロ

エ)が自然交配で妊娠した｡合計 3組の母親と胎児について心拍の記録､エコーによる診断な

どをおこなったムこれらは､以下の研究者との共同研究である｡堀本直幹､諸隈誠一 (九州大)､

上井稔子 (東京医歯大).

B)チンパンジーの認知発達研究

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中革之 ･明和政子 3)･松林清明 ･後藤俊二 1)

鈴木樹理 1)･道家千聡 ･熊崎清則 ･前田典彦 ･加藤朗野 1)･南雲純治4)

チンパンジーの新生児 3個体とその母親を対象に､チンパンジーの認知発通の研究を総

合的におこなった｡これらは､以下の研究者との共同研究である｡川合伸幸 5)､平田 聡 6)､

クローデイア=.)ゥザ 6)､大橋 岳 6)､藤田志歩 6)､上野有理 6)､中島野恵 7)､水野友布 2)､

落合知美 8).･小嶋群三 4)､中相克樹 4)､泉 明宏 5)､井上徳子 4)､平井啓久 1)､上野曽- 1)､

三輪宣勝 1)､横田 穣 9)､茶谷 煎 3)､西村 剛 6)､三上章允 10)､清水慶子 11)､藤田和生､

板倉昭二､石川 悟､桑畑裕子､村井千寿子､橋弼和秀､林 .美里 (以上､京都大)､大技

玲子､多賀厳太郎､立花達史 (以上､束京大)､伊村知子 (関学大)､大野初江 (お茶女大)､

岡本早苗 (名古屋大)､小西行郎 (埼玉医大)､高谷理恵子 (福島大)､竹下秀子 (滋‡‡県大)､

山口真美 (中央大)､金沢 創 (三菱生命研)､セリーヌ=デュボス (リエージュ大)0

C)チンパンジーの認知 ･言語機能の比較認知科学的研究

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之 ･南雲純治 ･川合伸幸

クローデイア=ソウザ ･ジョエル=フアゴー12)

チンパンジーとヒトを対象に､認知･言語機能の比較研究を継続しておこなった｡主として､

1個体のテスト場面で､色の認識､数の認識､推移律の認識､カテゴリー認識､迎動する刺激の

輪郭の知覚､トークン使用､ビデオ画像の記憶､相対的数判断､視線方向のプライミング効果な

どの研究をおこなった｡これらは､以下の研究者との共同研究である｡藤田和生 (京都大)､森

相成樹 (林原博物館)､ドラ=ビロ (オックスフォード大)0

D)社会的場面におけるチンパンジーの知性

松沢哲郎 ･友永雅己 ･明和政子 ･平田 聡 ･マウラ=チェリ6)･大橋 岳

校数のチンパンジーが同店する場面で､道具使用やその社会的伝柿について研究した｡一群

14個体の茄らす屋外迎勅場で社会的知性の研究をおこなった.三和化学 ･熊本霊長類パークに

おいても同様の調査を行った｡これらは､武田庄平 (東京農工大)との共同研究である｡
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E)野生チンパンジーの道具使用と文化的変異

松沢哲郎 ･平田 聡 ･明和政子 ･クローデイア=ソウザ ･大橋 岳

西アフリカ･ポッソウとその近隣のコミュニティー (ニンバ､デイエケ)の行動と生態を5月から9

月まで調査し､ビデオ記録の解析をおこなった｡2000年9月からは地域紛争のため入国できず､赤道ギニ

アで初の予察をおこなった.これらは､ ･以下の研究者との共同研究である.ドラ=ビロ､タチアナ=ハムル

(スターリング大)｡なお､イギリスBBC､ならびに放送大学とともに､研究活動の記録を製作した｡

F)飼育霊長類の環境エンリッチメント

松沢哲郎 ･友永雅己 ･鈴木樹理 ･大蔵 聡 13)･熊崎活別'･前田典彦 ･落合知美

動物福祉の立場から環境エンリッチメントに関する研究をおこなった｡3次元構築物の導入や植樹の

効果について評価した｡｢環境エンリッチメントのすすめ｣をインターネットで公開した｡チンパンジーの

居住区域に､ウッドチップに続いてシキワラを導入した｡また､個別飼育されているマカクザルのケージ

に遊具や採食装置を導入し､そのエンリッチメントとしての効果を行動指標および生理指標の両側面から

評価した｡これらは山根 到 (者隅研)との共同研究である｡

G)チンパンジーの短期記陰の範囲

川合伸幸 ･松沢哲郎

チンパンジー甲短期記陵の範囲を調べた｡0から9までの数字3-6桁をコンピュータディスプレイ上

に呈示し､もっとも小さな数字を選んだ直後の残りの数字を隠し､何項目までおぼえているか検討した｡

その結果､5項目での成績はヒトに比肩しうることがわかった｡

H)各種霊長類の認知発達

友永雅己 ･鈴木樹理 ･大蔵 聡 ･明和政子 ･茶谷 薫 ･打越万喜子6)

マカクザル､リスザル､アジルテナガザルの新生児をヌ橡 に､物理的 ･社会的認知能力とその発達な

どtこついて検討を行った.今年度は､乳劫児期の運動発達､新生児におけるニオイ刺激のストレス緩和効

果､新生児模倣の比較発達的研究､顔の認証過程の発達的変化､視線認知の発達､テナガザルの音声応答

についての研究､注視時間法を用いた各種認知能力の初期発達の検討､およびニホンザル乳児におけるカ

テゴリ化の発達などについて検討を行った｡これらは､以下の研究者との共同研究である｡藤田和生､橋

弼和秀､石川 悟､桑畑裕子､木桝 嚢子､川上清文 (塾L女子大)､山口真美､金沢 創､脇 知子､寺

揮直子｡

D研究成果の情報公開に関する研究

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之 ･落合知美 ･南雲純治

ビデオエンサイクロペディア ｢野生チンパンジー百態｣を制作した｡行動カテゴリーにランダムアク

セスすることができる｡,チンパンジー ･アイの実験のデモンストレーション用コンピュータを開発した.

上記を展示室に展示するとともに､京大給倉博物館に展示協力した｡ホTムページ ｢チンパンジー･アイ｣

を制作した｡2000年度の訪問者数は 53,547人だった｡

1)人類進化 ･モデル研究センター 2)COE研究支援推進月 3)日本学術振興会特別研究員 4)認

知学習分野 5)COE非常勤研究員 6)大学院生 7)研究生 8)教務補佐月 9)形態進化分野

10)行動発現分野 11)器官調節分野 12)日本学術振興会外国人特別研究員 13)器官調節分野/

農林水産省畜産試験場生理部へ転任 (2000年10月1日付)
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<研究菜頼>

飴文

一英文-

1)Celli,M.L.,Tomonaga,M.,'Udono,T.,Teramoto,M.皮Nagano.K.(2001)Leaningprocessesin

lheacquisitionofatooluslngtaskbycaptivechimpanzees.Psycho]ogia44:70-81.

2)Hirata,S..Yamakoshi,G..Fujita,S.,Ohashi,G.&Matsuzawa,T.(2001)Capturingandtoyingwith

hyraxes(DendrDhyraxdorsalL'S)bywildchimpanzees(PantTOgtOdytes)atBossou,Guinea･

AmericanJounlalofPrimatology53:93197.

3)Kawai,N.(2000).ThenumberoftrialupontheeffectsofUSdurationinconditionedlicking

suppressionwithrats.JapaneseJournalofAnimaIPsychology50:21-26･

4)Kawai,N & Matsuzawa,T.(2000)A conventional approachtochimpanzee:Responseto

M.D.Hauser(2000).Trendsincognitivesciences4(4):128-129.

5)Myowa-YamakoshiM.&MatsuzawaT.(2000)Imitationofintentionalmanipulatoryactionsin

chimpanzees.JoumalofComparativePsychology114:381-391.

6)Myowa-YamakoshiM&TomonagaM.(2001)Perceivingeyegazeinaninfantgibbon.Psychologia

44:24-30.

7)Tomonaga,M.(2001)Ⅵsualsearchforbiologicalmotionpattemsinchimpanzees(Pm trvgtodytes).

Psychologia44:46-59.

8)Tomonaga,M.&Matsuzawa,T.(2000)SequentialrespondingtoArabicnumeralswithwildcards

bythechimpanzee(Panlmglodytes).AnimalCognition3:1-11.

9)Tsuji,K..Hayashibe,K.,Hara,M.&Matsuzawa,T.(2000)VisuO-motordevelopmentwhich

causesdetectionofvisualdepthfrommotionanddensitycues.SwissJournalofPsychology

59(2):102-107.

-和文-

1)川合伸幸 (2000)チンパンジーによる数系列の理解と推移律の関係.認知科学 7:202-209.

2)明和政子 (2000)模倣の発達と進化 心理学評論 43:34ら_367.

稔説

一英文-

1)Biro,D.&Matsuzawa,T.(2001)Chimpanzeenumericalcompetence:Cardinalandordinalskills.

In:PrimateOriginsofHumanCognitionandBehavior(ed.Matsuzawa,T.).Springer-Verlag.Tokyo,

pp.199-225.

2)Fagot,J.,Tomonaga,M/&Deruelle,C.(2001)Processingofglobalandlocaldimensionsofvisual

hierarchicalstimulibyhumans(Homosapiens),chimpanzees(PuntTVglodytes),andbaboons(Papt'o

rlaP1-0).Tn:PrimateOriginsofHumanCognitionandBehavior(ed.Matsuzawa,T.).Springer-Verlag,

Tbkyo.pp.87-103･

3)Iversen.I.H.&Matsuzawa.T.(2001).EstablishingHnetracingonatouchmonitorasabasic

drawingskiltinchimpanzees(Pantnogtodytes).Tn:PiimateOriginsofHumanCognitionand

Behavior(cd.Matsuzawa.T.).Springer-Verlag,Tokyo,pp.2351268.

4)Kawai.N.&Matsuzawa,T.(2001)Reproductivememoryprocessesinchimpanzees:Homologous

approachestoresearchonhumanworkingmemory.In:PrimateOriginsofHumanCognitionand
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Behavior(ed.Matsuzawa,T.).Springer-Verlag,Tokyo,pp.226-234.

5)Matsuzawa,T.(ed.)(2001)PrimateOriginsofHumanCognitionandB-ehavior.Springer-Verlag,

Tbkyo,587pp.

6)Matsuzawa,T.(2001)Primatefoundationofhuman intelligence:Aviewoftooluseinnonhuman

primatesandfossilhominids.In:PrimateOriginsofHumanCognitionandBehavior(ed.Matsuzawa,

T.).Springer-Verlag,Tokyo,pp.3-25.

7)Matsuzawa,T.,Biro,D.,Humle,T.,Inoue-Nakamura,N.,Tonooka,R.&Yamakoshi,G.(2001)

Emergenceofcultureinwildchimpanzees:Educationbymaster-apprenticeship.In:PrimateOrigins

ofHumanCognitionandBehavior(ed.Matsuzawa,T.).Springer-Verlag,Tokyo,pp.557-574.

8)Myowa-Yamakoshi,M.(2001)Evolutionaryfわundationanddevelopmentofimitation.In:

PrimateOriginsofHumapCognitionandBehavior(ed.Matsuzawa,T.).Springer-Verlag,Tokyo,

pp.349-367.

9)Tomona甲,M･(2001)Investigation visual perception andcognitioninchimpanzees(Pan

troglodyLes)through visualsearchandrelatedtasks:FrombasictPcomplexprocesses･In:Primate

OriginsofHumanCognitionandBehavior(ed.Matsuzawa,T.).Springer-Verlag,Tbkyo,pp.55-86.

-和文-

1)川合伸幸 (2000)チンパンジーの短期記憶.遺伝 54:8-9. ,

2)川合伸幸 (2000)類人猿と人間はどこがちがうのか:チンパンジーの記憶範囲に基づく考察.

科学70:651-658.

3)松沢哲郎 (2000)チンパンジーの知性.学術月報 53(10):46-51.

4)松沢哲郎 (2000)野生チンパンジーの暮らし:象徴遊び ･道具 ･文化 発達 82:101-110.

5)松沢哲郎 (2000)チンパンジー研究の新たな展開.発達 83:104-111.

6)松沢哲郎 (2000)チンパンジーの出産と育児.発達 84:104-111.

7)松沢哲郎 (2000)チンパンジーノー ト2000年.発達 85:104-111.

8)明和政子 (2000)実験室とフィール ドのチンパンジー.｢現場心理学一表現の冒険-｣(やま

だようこ ･サ トウタツヤ ･南博文編),金子昏房,pp.180-187.

9)明和政子 (2000)

10)明和政子 (2000)

ll)明和政子 (2000)

12)明和政子 (2000)

13)明和政子 (2000)

14)明和政子 (2000)

15)明和政子 (2000)

16)明和政子 (2000)

17)明和政子 (2001)

18)明和政子 (2001)

チンパンジー''ァイ"に長男"ァエム"誕生.科学70(6):549-550.

アユムが歩んだ 1ケ月.科学70(7):620-621.

立ち上がるアユムに仲間ができた !科学70(8):686-687.

アユムの世界がひろがった.科学 70(9):761-762.

3組の母子がそろって･科学 70(10):903-904･

アイと歩みはじめたアユム.科学 70(ll):920-921.

…チンパンジーMアユム.科学 70(12):1052-1053.

くわえたり,つかんだり.科学71(1):18-19.

個性のめばえ.科学 71(2):126-127.

アユムも勉強を始める.科学 71(3):244-245.

19)明和政子 ･松沢哲郎 (2000)チンパンジー ･アイの子育て.言語29:20-28.

20)友永雅己 (2000)21世紀の日本の ｢動物心理学｣.動物心理学研究50:193･194.
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報告 ･その他

一英文-

1)Tomonaga,M.&Matsuzawa,T.(2001)Editorial.Psychologia44:I-2･

一和文-

1)道家千聡 (2000)チンパンジーの赤ちゃん ｢アユム｣誕生.動物たち 116:13-15.

2)藤田和生 ･石川悟 ･桑畑裕子 ･友永雅己 ･松沢哲郎 (2001)霊長斬乳児における生物学的運

動と物体の一体性の認識.文部科学省科学研究珊補助金特定領域研究 (A)｢心の発達 :認知

的成長の械構｣平成 12年度研究成果報告む pp.97-104.

3)川合伸幸 (2000)チンパンジーの知性･KYOセミナー2000:COX-2選択的阻害剤ハイJ下ン発

売 6周年記念講流会.

4)桑畑裕子 ･藤田和生 ･石川悟 ･友永雅己 ･松沢哲郎 (2001)マカクの乳児における顔図形の.

認識 (2).文部科学省科学研究費補助金特定領域研究 (A)｢心の発達 :認知的成長の機構｣
平成 12年度研究成果報告書 pp.105-110.

5)松沢哲郎 (2001)チンパンジーの知性と文化.第78回日本生理学会大会.

6)松沢哲郎 (2000)チンパンジーはちんぽんじん.動物愛好会五月例会 (多摩動物公園).

7)松沢哲郎 (2000)チンパンジーの教育と文化 :知識の世代間伝播.第 25回日本外科系連合

学会学術集会.

8)松沢哲郎 (2000)チンパンジーのアイとアユム.束別院暁天講座.

9)松沢哲郎 (2000)チンパンジーの個性と育児.日本性格心理学会第9回大会.

10)松沢哲郎 (2000)チンパンジーの母性と教育.約41回日本母性衛生学会総会.

ll)松沢哲郎 (2000)チンパンジーの育児と教育.平成 12年度愛知県立高等学校学校保健会学

校部会養護教諭会研究会.

12)松沢哲郎 (2000)チンパンジーの母性と教育.第42回高等学校教育研究大会.

13)松沢哲郎■(2000)チンパンジーの心.名古屋市立大学関学50周年記念講流会.

14)松沢哲郎 (2000)チンパンジーの知性と教育.同志社大学英文学会2000年皮年次大会.

15)松沢哲郎 (2000)チンパンジーの育児と教育.第2･回大阪保育子育て人権研究･炎会.

16)松沢哲郎 (2000)チンパンジーアイの子育て.(財)幼児開発協会関東ブロックEDAセミナ

ー2000inTokyo.

17)松沢哲郎 (2000)チンパンジーの知性と教育.日本速脳速読協会全国大会.

18)松沢哲郎 (2000)チンパンジーの学習と教育.JST異分野研究者交流フォーラム ｢脳を育む｣
-学習の科学-.

19)松沢哲郎 (2000)チンパンジーの知性と教育.日本科学哲学会第33回大会.

20)明和政子 ･友永雅己 ･田中正之 ･松沢哲郎 (2001)チンパンジー新生児における表情の模倣

一出生から生後 1ケ月まで-.文部科学省科学研究焚補助金特定領域研究 (A)｢心の発達 :

認知的成長の槻柄｣平成 12年度研究成果報告缶 pp.83･87.

21)田中正之 (2001)チンパンジーにおけるカテゴリ認識研究一感覚性強化手続きの利用-.文

部科学省科学研究㌍補助金特定閉域研究 (A)｢心の発達 :認知的成長の機構｣平成 12年度

研究成果報告む pp.89･97.

22)友永雅己 ･田中正之 ･明和政子 ･松沢哲郎 (2001)チンパンジー乳児の認知発達.文部科学

省科学研究班補助金特定領域研究 (A)｢心の発達 :認知的成長の機構｣平成 12年度研究成

果報告i!jtPp.49-57.
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23)友永雅己 (2090)チンパンジーの子育て 一犬山のチンパンジー母子の 6ケ月一･岐阜県杏

巣郡教職員研修会講演.

24)友永雅己 (2000)チンパンジーの発達を追う一認知の発達と母子のかかわり-.東京都立駒

込病院第409回総合力ンフアレンチ (2000年 12月,東京)･

?5)上井捻子･友永雅己 (2000)チンパンジー｢アイ｣の妊娠･出産･育児.助産婦雑誌54:885-889.

26)山口真美 ･明和政子 ･金沢創 ･友永雅己 (2000)既知顔認知の初期発達 :ヒト ニホンザル ･

-チンパンジーの比較発達実験.電子情報通信学会技術報告 HCS2000-41:21-28.

学会発表等

一英文-

1)Celli,M.,Tomonaga,M.,Udono,T.&Teramoto,K.(2000)NaganoEnvironmentalenrichment

effectsofatoolusingtaskforcaptlVeChimpanzees.The3rdSAGASymposium"Research,Care
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認知学習分野

小嶋辞三 ･正高信男 ･中村克樹 ･南雲純治 り

<研究概要>

冬)霊長類の聴覚と音声に関する研究

小嶋碑三

1頭のチンパンジーで､聴覚見本刺激と視覚テス ト刺激による異種感覚間見本あわや課題に

より､両感覚間の統合過程を検討している｡とくにオノマ トペを利用したモノの名称の理解を引

き続き調べている｡また､1預のチンパンジーの音声の初期発達を調べ､加えて母子間の音声的

な交互作用を検討している｡これまでのチンパンジーの聴覚と音声の研究を､ヒトやニホンザル

と比較しつつ､総括的に取りまとめている｡
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